楽山焼（らくざんやき）
　楽山焼は、江戸時代初期の延宝年間（1673～1681）に、萩の陶工である倉崎権兵衛（くらさきごんべい）が、松江藩に召し抱えられて権兵衛窯を開いたことに始まるといわれています。その後、二代目、三代目と続きますが、次第に衰徴したことから、松江藩７代藩主の松平治郷（不昧、ふまい）は、長岡住右衛門（ながおかすみえもん）に楽山窯の再興を命じました。以来、藩の御用窯として、また途中、明治維新により藩の保護がなくなるという変革の波を受けながらも、伝統を受け継いで今日に至っています。
　現在は、長岡権三氏が第１１代住右衛門として、楽山焼の代表的な陶芸技法である高麗茶碗の伊羅保写しの製陶を伝承されています。地元の原土、家伝の釉薬を用いるほか、江戸時代以来の構造が残る登り窯での焼成は、高度な技術を必要とします。当代は、こうした技術を習得されていることに加え、さらに焼成の困難な黄伊羅保作りにも成功され、深い知識と高度な技量で広く知られています。
